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研究成果の概要（和文）： 

英国田園都市住宅における、20 世紀初頭にかけての社会状況と建築空間デザイン理念、郷土主

義・社会主義的視点からの近代化批判、女性や家族生活への啓蒙的提案、庶民生活の合理化等

の社会背景の影響と空間表現を考察し、その日本での継承過程を検証した。特にドイツやアメ

リカの住生活思想との融合、「内側から住まいを考える」視点の変容と現代的意味を論考した。

インテリアにおける生活様式の表象理論と研究手法の理解を活用し国際的研究交流を行った。 

 
研究成果の概要（英文）： 

This study examines how the social conditions, contemporary architectural design 
ideas, and social ideas; criticisms on the modern capitalizations from the home-land 
ideology and socialism, feminism ideals about the women’s human right and family life, 
and the political intentions in the movement of frugal rationalization of people’s 
lifestyle, were represented in the ideas and designs of people’s small scale houses of 
English Garden Suburb movement, and how these representational mechanisms were 
transmitted in the modernization of Japanese house designs until the World War II.  
Especially, it analyses how these ideas were unified with those of German and 
American modern lifestyle and space, and how the ideas of “Thinking house designs 
from the interior” were developed in Japan. Based on above examinations of the 
representations of lifestyle and social factors in the interior of modern Japanese 
domestic space, the author presented plural numbers of papers at international 
conferences.  
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１．研究開始当初の背景 

研究開始当初の背景は、それまでに蓄積した
視点と持続的問題意識、さらに考え方の限界
に対する葛藤と偶然的な気付き、推測とが相
互に関わる中で、新しい視点に接近する過程
でもあった。それらの要素を次に列挙する。
（1）研究代表者の黒石は、1993 年から今和
次郎の業績を手掛かりに、日本近代期の農村
計画と民家論、生活学、都市風俗、住居論、
デザイン史論の相互の関係とその社会背景、
特に国際的コンテクストにおける位置付け
について考察を行ってきた。しかしこれらの
領域は、従来それぞれ別個に研究されていた
ので、理論的な共通基盤となる問題意識や背
景を見出す事が困難であった。 

 

（2）同時期に行っていた東北地方における
近代期の住生活と農村地域開発に関する調
査研究の中で、上記の諸領域に一貫した理論
的影響力を持った一群の経済学者や哲学者、
社会学者を見出した。その背景を検討し、英
国田園都市運動の理念やデザイン論の思想
的影響が、予想を超えて日本でも多くのデザ
イナーや研究者、様々な領域の社会事業に対
して包摂的な理論背景を与えた事、日本の
人々が同時代の欧米の事例を直接見学し参
考とした事を知った。 

 

（3）だがこれらの一群の経済学者や哲学者、
社会学者の業績や当時の都市と農村の生活
に関する研究は、各領域でなされてはいたが、
それらが日本近代期の生活環境の変化に、ど
う融合的な影響力を与えたかについては断
片的な資料しか見出すことができず、特に都
市や地域計画、建築の領域における総合的な
関係や成果を見出すことは難しかった。既往
研究でも、その住宅デザインにおける具体的
影響については、ラスキンとアーツアンドク
ラフツを除いては、資料がほとんど不在だっ
た。 

 

（4）また田園都市運動は、日本の近代住宅
地計画史の領域で大きな関心を集め既往研
究も豊富だったが、その計画手法と都市計画
や建築物の形態研究を対象とした研究が主
であり、デザインの社会的意味とその背景に
関する検討は不足しているように思われた。 

 

（5）一方、日本近代期において住宅デザイ
ンへの関心がどのような社会背景から形成
されたか、特に庶民の生活の質や精神状況に
直接関連するインテリア空間のデザインや
価値観がどのような言説と事例によって歴
史的に発達したのかについても、インテリア
研究と建築理論や歴史の領域が分かれてい
たために、美術史的な議論は存在したが、建

築空間に関連してなされるものは不足して
いた。 

 

（6）そこで、これらの領域の障壁を超えて
デザインと社会背景の関係を新たな視点か
ら分析する理論領域として、イギリスを中心
に展開したカルチャラルスタディーの理論
を、研究代表の黒石は 2005 年から学び、そ
の適用可能性を検討した。その中でロンドン
大学のエイドリアン・フォーティ、イアン・
ボーデン、バーバラ・ぺナ―らの研究が非常
に近接した関心と領域を持っている事を知
り、2007 年の在外研究をきっかけに、密接
に研究交流を始めた。そして、フェミニズム
運動、消費経済やメディア、そして家政学の
庶民住宅デザインへの影響、公共住宅におけ
るインテリアデザインの言説の傾向等の視
点を、住宅デザインと社会背景との関係とし
て理解する研究手法を獲得した。 

 

（7）1998 年からは、日本近代住宅・地域計
画の歴史的研究で定評のある内田青蔵や藤
谷陽悦と研究交流を行い、日本近代住宅史の
基礎的知見を得て、本研究の現代の住宅論・
デザイン研究における意味を考察した。住宅
への近年の社会的関心は、その文化的社会的
基盤と同時にその人間らしい理念形成を求
めている。前述した歴史的問題は、それが「人
間らしい生活空間」を求める問題意識を提示
している点で普遍的なものであり、現代の状
況に対して新たな住宅論の視点を開く本質
的な意味を持っていると思われた。このよう
な背景から本研究課題を提案させていただ
いた。 

 

２．研究の目的 

住宅や生活デザインを形態的な次元のみで
はなく、その形態創造に社会背景が果たした
役割、また逆にそのデザインが社会に与えた
影響を考察することで、現在大きな関心を集
めている住空間デザインの、より人々の生活
実態と価値観に基づいた理解を進める事を
大きな意味で研究の目的としている。そのた
めに本研究の対象としては、19 世紀末から
20 世紀初頭の日本の庶民住宅におけるイン
テリアデザインに、主に英国田園都市運動で
展開され、後の近代生活空間デザインの基準
となった理念や価値観がどのように影響を
与え、異なった文化社会環境でどのように変
容展開したかという問題を取り上げる。 

 

研究の目的は次の三つで構成された。 

（1）19 世紀後半に英国やドイツなどにおい
て提案された近代的庶民住宅空間理念が、ど
のような社会状況から生まれたかを研究す
る。特に田園都市住宅運動でどのような思想



に基づいて「都市と農村の結婚」「健康な住
宅」「コミュニティとしての住環境」「内側か
ら住まいを考える」などの視点や、「シンプ
ルライフ」という、近代にも継承される生活
デザイン理念が提案されたのか、それは実際
に作られた住宅空間デザインとどのような
論理で関係づけられているのか、住宅の内部
空間に対する言説はどのような社会的背景
を持って展開されたのかを、英国やドイツで
の調査に基づいて、歴史的研究と実例デザイ
ン分析の両面から検討する。 

 

（2）英国田園都市思想を日本の近代期の建
築デザインや生活空間研究の領域に導入し
たとされる研究者やデザイナーの事績を調
査し、同時期の他の欧米諸国からの影響と共
に、その研究者達の日本での業績との比較を
行い、それがどう日本において変容したのか
を検討する。その際に、従来田園都市運動の
日本での展開事例として扱われなかった社
会学や家政学での言説活動、今和次郎等の民
家研究と住宅研究等に見られる都市と農村
の生活環境の近代化とその問題に関する言
説、福祉事業であるセツルメントにおける住
生活空間創造の事例、また都市と農村の地域
計画事業などとの関係も念頭において検討
する。そして近代日本において社会文化理念
が空間や建築、都市空間などにいかに反映さ
れ、デザインがどう社会的言説形成に利用さ
れたかを歴史的に分析する。 

 

（3）カルチャラルスタディーの理論的総合
性は、領域の区分を超えて、生活空間をその
歴史的意味、心理的効果、社会背景、経済的
問題、デザインの特徴など多様な視点から検
討することを目的としているが、具体的な分
析事例はまだ十分ではない。また社会学的な
視点で建築空間の分析を行う事例も尐ない。
ジェンダースタディやメディア論的分析も
同様である。また、生活者の多様な視点を基
準にデザイン分析を行う事も、形態分析に比
較して客観的な成果を上げることは困難で
あり、推測に基づく記述にとどまるという理
論的限界を伴う。またインテリアデザインの
分野は建築論の分野に比して、前例となる理
論研究が尐なく、特に庶民の住空間に関する
歴史的参考資料は不足している。これらの問
題を前提として、庶民の住空間・インテリア
デザインを、空間の社会文化的背景や思想的
意味研究の対象として分析する理論的手法
を開拓することは、本研究の重要な目的であ
る。またその研究を国際的交流によって、よ
り広い普遍的な問題意識へと導くことも目
的とされる。 

 

３．研究の方法 

主たる研究方法の第一は、英国の田園都市運

動や日本の関連する近代住宅やインテリア
デザイン関係のアーカイブ、図書館、大学資
料館や美術館等で第一次歴史資料収集を行
い、現地見学により住宅や地域計画、インテ
リアや生活環境の視覚的資料を収集するこ
とである。また人的ネットワークや関連する
研究対象となる人々の業績の調査、社会的環
境に関する研究のためにも、同様に各地の資
料館等を訪問し資料の調査収集を行う。 
 
第二には、建築やインテリアデザインの既往
研究のみならず、社会学、民俗学、カルチャ
ラルスタディー、家政学、デザイン史などの
関連領域の研究も調査対象とし、問題の理論
的な枠組みを再構築する。そして国際学会に
論考を発表する事で研究交流を広げる。 
 
第三に、近代の消費文化やメディア文化と生
活空間の関連については、学術的論考や既往
研究のみでは把握が困難なので、新聞のみな
らず映像や雑誌などの多様な資料を取り入
れる。 
 
以上の多様な資料と視点を総合化するため
に、個別事例に則した具体的資料とその客観
的論考の記述、推測を伴う想像力に基づく記
述を合せて取り入れ、空間的な視点を基盤と
して論考する。 
 
４．研究成果 

本研究企画における成果概要は次のとおり

である。 

第一に、日本で不足している英国田園都市運

動における住宅やインテリアに関する第一

次資料を広範に収集したことである。レッチ

ワース、ウェルウィン、ハムステッド地域に

おけるそのデザイン事例資料と共に、アーカ

イブ資料のうち近代住宅イメージ形成にか

かわる言説やデザイン思想の歴史的展開を

示す資料、その代表的建築家であるレイモン

ド・アンウィン、バリー・パーカーの住宅デ

ザイン思想の形成過程と変化に関するＲＩ

ＢＡなどにおける資料である。また彼らの環

境と住宅の関係に関する理念の基盤となっ

たファビアン協会やジョン・ラスキンの理念

と作品に関するブリティッシュ・ライブラリ

ーにおける資料、パトリック・ゲデスの環境

建築思想とその米国の建築界に与えた影響

に関するエジンバラ図書館の資料を収集し

た。 

 

第二に、アンウィン以前或いは同時期の代表

的英国住宅作家達の思想とその事例に関す

る現地調査、ハムステッドにおける住宅とイ

ンテリアデザインの事例調査、ドイツの田園



都市運動の住宅事例に関する現地調査、特に

アンウィンの影響を受けたエルンスト・メイ

のフランクフルト田園都市住宅とそのイン

テリア事例の現地調査を行って資料を収集

し、その作品や空間を通した理念と周辺環境

や社会状況の理解を進めた。 

 

第三に、英国田園都市運動の社会背景として

フェミニズム運動や農村の生活や住宅に関

する資料をロンドン大学社会学研究所にお

いて収集した。そして 19 世紀末から 20 世紀

初頭における英国住宅デザインの社会潮流

に関する資料として Studio, Builder, The 

House などの雑誌資料の住宅論に関する資

料をロンドン芸術大学やＲＩＢA において収

集した。 

 

第四に、英国田園都市運動のデザインを日本

に紹介した日本人の研究者や建築家、生江孝

之、大沢三之助、佐藤功一、武田五一等の事

績に関する英国での資料を各地のアーカイ

ブ、大学図書館、日本領事館等で調査した。

残念ながらその資料は殆ど見出す事が出来

なかった。 

 

第五に、日本国内における 20 世紀初頭のイ

ンテリア産業やインテリア思想に関する建

築家、家政学研究者、教育者、工芸デザイナ

ーなどによる言説や文献資料を収集し、既往

研究におけるその蓄積を理解すると共に、整

理体系化してその社会背景との関連を歴史

的に考察した。そして家具製造企業に関する

文献を収集し、インテリアデザインと家具デ

ザイン、工芸デザインの関係とその日本近代

産業史における位置付けや建築デザイン史

との関係についても考察した。 

 

第六に、20 世紀初頭の日本における庶民住宅

の近代的インテリアのモデルイメージ形成

にあずかった代表的な小規模近代住宅事例

の現地調査を行い、実際の空間とデザインの

知識習得につとめると同時に、その生活像と

インテリアの関係、周囲の社会環境との関係

を考察した。 

 

第七に、近代庶民住宅空間形成に大きな影響

を持ったとされるデパートを中心とした消

費経済文化の媒体であるメディアの言説、他

方で生活改善事業における倹約と健康、生活

合理化を主眼とした生活空間デザインの言

説と実例に関する資料を、代表的な婦人雑誌、

新聞、家政学教科書、生活改善事業における

出版物などから収集し、その整理を行うと同

時に既往研究を手掛かりに考察した。またセ

ツルメント事業等の福祉施設における近代

的インテリアの啓蒙的な効果に関する資料

収集、日本と英国、米国における現地見学を

行った。 

 

第八に、上記の調査資料の考察を元にして国

際デザイン史学会、国際建築史学会等で英国

田園都市思想の日本における影響と庶民住

宅像の形成過程に関する論文発表を行った。

日本国内においては、インテリア学会と建築

学会インテリア研究部会に協力し、インテリ

ア資料集成の執筆委員の一人として研究会

に多数参加した。インテリア理論の教育と資

料体系の構成に関して議論を行うと共に、現

代的な事例分析とインテリア近代史の概要

を執筆した。また国立民族学博物館での生活

改善事業に関する研究グループに所属して、

近代の消費文化の浸透と生活改善事業の政

治的、社会的関係、またその住空間への影響

に関する議論を行い、研究論文にまとめた。

国際的なインテリア研究雑誌に、生活改善思

想とインテリアイメージ形成に関する論考

を発表した。 

 

第九に、まだ途中ではあるが上記の収集資料

を体系化し整理を行い、ウェブにそのインデ

ックスと公開する準備を進めている。 
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